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の
り
子
の
週
刊
日
誌
―
主
な
も
の
ー 

３
月
１
１
日 

市
駅
／
吉
宗
像
前
宣
伝
、
予
算
関
連
調
査
、
会

議
、
懇
親
会 

１
２
日 

オ
ー
ス
ト
リ
ー
ト
前
宣
伝
、
歓
迎
会
、
自
治
会 

１
３
日 

原
発
ア
ク
シ
ョ
ン
、
演
劇
大
学 

１
４
日 

常
任
委
員
会
、
送
別
会 

１
５
日 

常
任
委
員
会
予
備
日
、
団
会
議 

１
６
日 

本
会
議
、
懇
親
会 

１
７
日 

本
会
議
、
閉
会
、
無
料
生
活
相
談 

 リレートーク Relay talk Relay talk 

 

リ
レ
ー
ト
ー
ク 

R
e
lay talk 

 

 

 

 

２
月
２
９
日
に
開
か
れ
た
市
議
会

二
月
議
会
の
厚
生
委
員
会
で
、
産
業

廃
棄
物
課
か
ら
産
廃
関
連
資
料
が
提

出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
に
、
紛
争

の
予
防
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
く
業

者
提
出
の
「
周
知
計
画
書
」、
市
か
ら

業
者
に
対
し
「
和
歌
山
市
産
業
廃
棄

物
処
理
施
設
の
設
置
に
係
る
紛
争
の

予
防
に
関
す
る
条
例
の
手
続
き
に
つ

い
て
」
を
通
知
し
た
文
書
等
が
あ
り

ま
し
た
。「
周
知
計
画
書
」
に
は
、
説

明
会
の
対
象
地
域
を
滝
畑
住
民
の
み

と
し
、
山
口
地
区
に
は
条
例
と
は
関

係
な
く
事
業
者
が
自
主
的
に
説
明
会

を
４
月
２
日
に
実
施
す
る
と
い
う
内

容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
滝
畑
自
治
会

は
市
長
に
「
計
画
地
に
隣
接
す
る
山

口
地
区
住
民
に
と
っ
て
著
し
い
影
響

を
受
け
る
地
域
で
あ
り
関
係
住
民
と

認
め
な
い
と
い 

う
判
断
は
遺 

憾
で
あ
る
。 

紛
争
予
防
条 

例
の
趣
旨
を 

逸
脱
す
る
も 

の
で
あ
る
」、 

山
口
地
区 

連
合
自
治
会 

も
市
長
に
対
し
「
産
廃
建
設
計
画
は
周

辺
の
自
然
破
壊
・
生
活
環
境
に
著
し
い

影
響
を
与
え
る
も
の
で
あ
り
、
私
達
は

そ
の
影
響
を
受
け
る
関
係
住
民
で
あ

る
」「
市
長
は
状
況
を
判
断
し
、
業
者
に

適
切
に
ご
指
導
賜
り
ま
す
よ
う
」
と
の

要
望
書
を
提
出
し
て
い
ま
す
。 

そ
れ
ら
の
要
望
を
受
け
市
は
２
月
１

６
日
、
業
者
に
対
し
「
こ
の
よ
う
な
状

況
で
は
紛
争
の
発
生
が
危
惧
さ
れ
ま

す
。
」
「
説
明
会
の
開
催
等
に
つ
い
て
関

係
住
民
と
の
良
好
な
関
係
を
損
な
わ
な

い
よ
う
周
知
計
画
の
再
検
討
を
さ
れ
た

く
強
く
申
し
い
れ
ま
す
」
。
ま
た
、
「
対

象
地
域
の
設
定
に
あ
た
り
山
口
地
区
、

阪
南
市
及
び
岩
出
市
の
住
民
か
ら
多
数

の
要
望
書
や
署
名
が
届
い
て
い
る
点
を

十
分
配
慮
さ
れ
た
上
で
再
検
討
と
い
た

さ
れ
た
い
」
等
と
い
う
の
が
大
筋
の
内

容
で
す
。 

業
者
の
不
誠
実
な
態
度
が
住
民
の
怒

り
を
増
幅
さ
せ
て
い
ま
す
。 

 

 

 

３
月
４
日
、
沖
縄
県
辺
野
古
の
米
軍
新
基
地
を
め
ぐ
る
代

執
行
訴
訟
で
国
と
県
が
和
解
し
、
基
地
建
設
の
工
事
が
中

止
。
福
岡
高
裁
那
覇
支
部
が
提
示
し
た
「
暫
定
和
解
案
」
に

合
意
し
た
の
で
す
。
安
倍
政
権
は
当
初
、
工
事
中
止
を
含
む

和
解
案
に
否
定
的
だ
っ
た
が
、
受
け
入
れ
た
背
景
に
裁
判
所

の
和
解
勧
告
文
に
「
今
回
、
国
が
勝
っ
て
も
今
後
も
延
々
と

法
廷
闘
争
が
続
く
可
能
性
が
あ
る
。
そ
れ
ら
で
勝
ち
続
け
る

保
証
は
な
い
」
、
む
し
ろ
「
敗
訴
す
る
リ
ス
ク
が
高
い
」
と

言
う
日
本
の
司
法
で
は
異
例
の
言
及
も
あ
り
、
安
倍
政
権
は

展
望
を
失
い
、
同
時
に
６
月
の
沖
縄
県
議
選
、
７
月
の
参
院

選
で
辺
野
古
新
基
地
を
“
争
点
化
”
し
た
く
な
い
思
惑
で
和

解
し
た
そ
う
で
す
。 

 

だ
が
、
和
解
の
場
で
す
ら
首
相
が
「
辺
野
古
が
（
普
天
間

基
地
問
題
解
決
の
）
唯
一
の
解
決
策
」
と
従
来
の
立
場
を
露

わ
に
し
た
の
は
重
大
で
す
。
翁
長
県
知
事
は
「
大
変
残
念
な

話
だ
。
和
解
に
応
じ
る
と
き
の
話
で
は
な
い
」
と
発
言
。
な

ん
と
非
常
識
な
人
が
日
本
の
元
首
か
と
思
う
。
そ
ん
な
暴
走

首
相
を
「
和
解
」
ま
で
追
い
込
ん
だ
オ
ー
ル
沖
縄
の
闘
い
に

敬
意
を
表
し
た
い
。
な
ん
と
し
て
も
沖
縄
県
議
選
、
参
院
選

で
「
オ
ー
ル
沖
縄
」
が
、
そ
し
て
日
本
全
国
で
野
党
・
市
民

連
合
が
勝
利
し
、
「
在
任
中
に
改
憲
」
と
標
榜
す
る
安
倍
内

閣
を
打
倒
し
ま
し
ょ
う
。 

 
 

 

毎
日
新
聞
の
３
月
世
論
調
査
で
内
閣
支
持
率
が
９
ポ
イ

ン
ト
も
急
落
し
４
２
％
で
す
。
他
の
メ
デ
ィ
ア
で
も
こ
ぞ
っ

て
下
落
で
す
。
さ
あ
元
気
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。（
編
集
室
） 

 

 

３
月
３
日
、
補
正
予
算
の
反
対
討
論

に
党
議
員
団
を
代
表
し
て
立
ち
ま
し

た
の
で
大
要
を
紹
介
し
ま
す
。 

 

議
案
第
６
３
号
は
、
和
歌
山
県
国
民

健
康
保
険
財
政
安
定
化
基
金
条
例
で

す
。
昨
年
成
立
し
た
「
医
療
保
険
制
度

改
革
法
」
に
よ
り
、
２
０
１
８
年
度
か

ら
、
国
民
健
康
保
険
の
財
政
運
営
が
市

町
村
か
ら
都
道
府
県
に
移
管
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
の
財

政
安
定
化
基
金
を
創
設
す
る
も
の
で

す
。 

 

国
保
の
都
道
府
県
化
は
、
今
で
さ
え

耐
え
難
い
国
保
料
の
、
さ
ら
な
る
引
き

上
げ
や
徴
収
強
化
を
ま
ね
き
ま
す
。
市

町
村
は
都
道
府
県
に
「
分
賦
金
」
を
納

め
ま
す
が
、
保
険
料
の
収
納
状
況
に
関

係
な
く
、
１
０
０
％
納
付
が
義
務

付
け
ら
れ
ま
す
。
都
道
府
県
は
市

町
村
に
「
標
準
保
険
料
率
」
を
示

し
ま
す
が
、
こ
れ
は
将
来
的
な
保

険
料
負
担
の
平
準
化
に
む
け
た

地
な
ら
し
で
あ
り
、
い
っ
そ
う
の

保
険
料
引
き
上
げ
や
徴
収
強
化

に
つ
な
が
り
か
ね
ま
せ
ん
。 

 

ま
た
、
都
道
府
県
が
地
域
医
療

ビ
ジ
ョ
ン
で
病
床
削
減
を
す
す

め
、
医
療
費
適
正
化
計
画
で
医
療

費
削
減
目
標
を
も
つ
こ
と
を
国

か
ら
押
し
つ
け
ら
れ
て
い
る
な

か
、
国
保
運
営
の
権
限
が
加
わ
る

こ
と
は
、
都
道
府
県
に
さ
ら
な
る
医
療

費
抑
制
を
お
こ
な
う
役
割
を
担
わ
せ
る

も
の
で
す
。
皆
保
険
制
度
を
縮
小
さ
せ

る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
以
上
の
点

で
、
国
保
の
都
道
府
県
化
に
反
対
し
、

そ
の
基
金
創
設
に
賛
成
で
き
ま
せ
ん
。 

 

議
案
第
２
２
号
の
競
輪
特
別
会
計
補

正
予
算
案
は
公
営
ギ
ャ
ン
ブ
ル
反
対
の

立
場
か
ら
、
議
案
第
８
３
号
の
建
設
事

業
施
行
に
伴
う
市
町
村
負
担
金
を
求
め

る
議
案
に
つ
い
て
は
、
い
っ
そ
う
の
負

担
軽
減
を
求
め
る
た
め
反
対
で
す
。 

 

補正予算に反対討

論する奥村です。次

号で一般質問につ

いて報告します。 

  

 

奥村県議の生活相談所がこのほど、西庄に

開設されました。毎週月曜日、午後１時～５

時、奥村県議と、前市議の渡辺忠広さんが、

ご相談に対応します。各分野の専門家とも連

携をして解決にあたります。電話でも受付け

ます。お気軽に相談所をご利用ください。 

 相談所の住所は西庄２７４です。ろうさい

病院前を西へ、信号がある一つ目の交差点の

角です。電話は、４８０－５４７７です。 
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